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オンラインデータエントリシステム開発支援ツール
"HISPOT”

ComputerAided DevelopmentTootofOnline Data EntrYSYStem

"HISPOT”

近年,コンピュータの利用範囲はOAブームも伴し､コンピュータ専門職から利用者

層へと拡大し,その利用方法も非常に複雑化,多様化してきている｡そのため,マ

ーケットニーズとして効率の良いソフトウェアエンジニアリングツールの開発要求

が日増しに強まってきている｡

日立製作所は､このような要求にこたえるために,オンラインデータエントリシ

ステムをエンドユーザー部門で開発するためのソフトウェア開発支援ツール"HIS

POT”を開発した｡本ツールは,パターン化した処理プログラムと対話形式でライ

ブラリから呼び出し修正した業務仕様からプログラムを自動生成することで,ソフ

トウェア開発の生産性と保守性を飛躍的に向上させようとするものである｡

□ 緒 言

現在,ビジネス分野のソフトウェア開発には次のような問

題がある｡コンピュータ利用範囲が広がるにつれて,ソフト

ウエア開発のニーズが急増しているにもかかわらず,既存ソ

フトウェアの保守作業や運用作業に追われ,新しいソフトウ

ェアを開発する要員が不足し,バックログ(積み残し)が増大

している｡この間題を解決するには,開発要求元で簡単にソ

フトウェアを開発できるツールが望まれている｡

最近,様々なエンドユーザー向けの簡易言語か開発され実

用化されてきたのも,このようなこ状況を反映したものである｡

これらの簡易言語では,データの計算式や出力の編集方法を

エンドユーザーが指定しやすい形式としており,プログラム

を作らず,随時,任意の情報から直ちにレポートなどを作成

する方式をとっている｡したがって,これらの簡易言語は,

一時的なデータ集計やレポート作成には非常に有効である｡

一方,伝票入力処理のように,同一の処理を繰り返して行な

う,いわゆる定型業務処理では,ソフトウェアが多数の人々

に業務上常時利用されるなどの特性があー),簡易言語方式で

は,スループットやレスポンスなど,性能上問題となること

が多い｡従来,このような定型業務処理用のソフトウェアを

開発支援するツールは,直接COBOLでプログラムする方法

など,あまり有効ツールが開発されておらず,バックログ対

策上,残された大きな問題となっていた｡

ソフトウェアの開発要求元自身が,答易に定型的な業務処

ヨ型ソフトウェアを開発するためには,業務に近い言葉で優れ

たマンマシンインタフェースを利用して要求仕様を作成し,

これからプログラムを自動生成するツールが有効である｡

以上の背景のもとに業務仕様と処理70ログラムをパターン

(部品)化し,あらかじめライブラリに登録し,これを利用し

て業務の言葉を使って対話形式で活用することによって,目

的に応じたプログラムを自動作成するオンラインデータエン

トリシステム開発支援ツールHISPOT(HitachiInteractive

application Software Production and Optimizing TooIs)を

開発した｡

以下,HISPOTの設計方針,機能及び適用･評価について
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述べる｡

凶 ト‖SPOTの設計方針と実現方式

従来のソフトウェア開発では,業務仕様書に基づいて,業

務の要求とコンピュータでの実現を人手により同時に考えな

がら,プログラム設計やプログラム作成といったプログラム

製造を行なっていた｡

HISPOTはプログラム製造に関する情報を,業務処〕塑に関

する情報とコンピュータの動かし方に関する情報とに分け,

ユーザーは前者だけを与え,後者はHISPOTが前者の情報を

もとにあらかじめ作られているプログラム部品を活用して,

効率の良いプログラムを自動生成する方式をとる｡業務仕様

の作成では,入力画面設計,帳票設計,処理仕様の設定をVDT

(ビデオデータターミナル)を用いてできるようにするととも

に,既存の業務仕様を再利用可能にして仕様作成を効率的に

行なえる方式をとった｡

HISPOTは業務処理に関する情報を,設定する対話形仕様

定義機能と,コンピュータの動かし方に関する情報を自動的

に設定するプログラム生成機能から実現することとした｡次

にこの二つの機能の設計方針について述べる｡

2.1対話形仕様定義機能の設計方針と実現方式

対話形仕様定義機能は,業務仕様を業務の言葉で,VDTと

の対話により業務仕様ライブラリに登三録する｡また,類似し

た業務仕様がライブラリに登録されていれば,その業務仕様

を対話で修正して要求仕様を定義する｡

本機能の設計方針は次に述べるとおりである｡

2.l.1伝票,帳票の構成に着日した仕様定義

ビジネス分野での業務の本質は,伝票やメモなどの情報を

帳票や台帳の情報に変える処理の連続としてとらえることが

できる1･)｡

HISPOTでは,

(1)伝票,帳票及び台帳に記載される情報(処錘する条件や演

算式など)の内容

(2)コンピュータとの対話画面,各種帳票,ファイルなどの

書
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データの編集形式

を,順番に定義することによって,業務処理の要求を業務の

あるがままの形で定義するようにした｡

2.1.2 容易な操作性を考慮した定義方式

ビジネス分野では類似したソフトウェアが多い｡HISPOT

ではこの特徴を利用し,既存ソフトウェアの業務仕様をライ

ブラリに一括登三録しておき,ユーザーの要求に近い仕様を選

択,修正して要求に合った仕様を定義するという方式を才采用

することにより,仕様定義操作の削減を図る方針をとった｡

なお,HISPOTでは,次の方式を採用した｡

(1)業務,伝票種別のメニューにより,該当額似仕様を選択

する｡

(2)各種の伝票を順次表示して,類似仕様を選択する｡

(3)選択した類似仕様を修正して,要求に合った仕様を作成

する｡

2.1.3 プロトタイピングによる仕様の確認

通常利用者は,開発するシステムでは,どのような画面が

表示され,どのような操作を必要とし,どのような帳票が作

成されるかは,実際に作成されたシステムを動かして見なけ

れば要求どおりに動作するかどうかの判断は難しい2)｡

そこでHISPOTでは,仕様を定義した段階でできる限リシ

ステムの動きや入出力をエンドユーザーに示すことによって,

仕様の確認を早急に図る二大の方式(これをプロトタイピングと

呼ぶ)を採用した｡

(1)定義したソフトウェアの画面及び出力帳票を実際に使用

する形式で表示する｡

(2)対話のオペレーションを対話画面を使ってシミュレート

する｡

2.2 プログラム生成機能の設計方針と実現方式

HISPOTでは,ユーザーの定義した業務仕様に基づき,コ

登録カード

●業務仕様管理情報

●ファイル仕様

●プログラム部品

(処理ロジックパターン)

●出力帳票制御情報

lPPF端末

プログラム

開発端末

HISPOT

登希機能

プログラム部品

登録機能

端末名ファイル

登録横能

ファイル仕様

登録機能

業務仕様

登毒責機能

対話形

業務仕様

定義機能

ンピュータを効率良く動かすために必要な情報を加えて,プ

ログラムを自動生成する｡自動生成の基本原理は,入出力情

報のデータ構造を,プログラム構造に変換するというジャク

ソン法に基づいている3)｡入出力情報のデータ構造と入出力

情報間の関連とを与えて,プログラムを自動作成するのを原

則とする｡しかし,プログラムの処理効率を左右する部分と

仕様の記述が複雑になる部分とについては,あらかじめプロ

グラム部品を作成しておき,これを選択して活用する方式を

併用する｡

8 川SPOTの概要

HISPOTは,既存の業務仕様を業務仕様ライブラリに登錨

しておき,この中からエンドユーザーの要求に近い類似仕様

を選択し,ガイダンスに従いVDTから修正指示を会話形式で

与え,ユーザー業務仕様を設定する対話形仕様定義機能とこ

の機能で設定されたユーザー業務仕様とに基づき,プログラ

ム部品ライブラリの中から7eログラム部品を自動的に選択,

修正し,これにユーザー業務仕様から直接生成した部分を統

合して70ログラムを生成するプログラム生成機能とで構成さ

れる｡HISPOTを使用しての70ログラム開発は,対話形業務

仕様定義機能でユーザー業務仕様を定義し,この情報をもと

にプログラム生成機能が動作することによって実現されてい

る｡なおHISPOTは,対話処理機能IPPF(Interactive Pro-

gramming and Processing Facility)の環境のもとで動作する｡

【l HISPOTの1幾能と利用手J頃

HISPOTは,オンラインデータエントリシステムを開発す

るツールのため,VDTとの入出力インタフェースを重視して

おり,その機能と利用手順は次に述べるとお-)である｡

HISPOTは,図lに示す業務仕様ライブラリ,ファイル仕

登録

登録

登録

登録

業務仕様

ライブラリ

参照

更新

ファイル

仕 様

ライブラリ

参照

端末名

ファイル

参照

プログラム

部 品

ライブラリ

参照

HISPOT管王里ライブラリ

プログラム

生成機能

生成 生成 生成

HISPOT

業務プログ

ラム

(CO[〕0+

ソース)

業務用画面

(画面伝票
用定義パラ

メータ)

業務用出力

帳票(出力

帳票用定義

′巧メータ)

注:略語説明 川SPOT(Hitachilnte｢activeap帥CationSof!wareProductionandOptimiz鵬TooIs),lPPF(lnteractive Programmingand

Processing Facility)

図I HISPOTの構成要素 HISPOTは,川SPOT管‡里ライブラリ並びに対話形業務仕様定義捜能,プログラム生成機能及びHISPOT登録機能から構成されて

いる｡
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区12 川SPOTからのカイダンス例 HISPOTからのガイダンスに従っ

て作業を進めることによって,業務仕様を定義することができる｡

様ライブラリ,端末名ファイル及びプログラム部品ライブラ

リから成るHISPOT管理ライブラリ,並びに互いに密接な関

係をもった三つの機能から構成されている｡

(1)対話形業務仕様定義機能

匡12の画面のようにVDTに表示されるHISPOTからのガイ

ダンスに従い,種々の仕様群の中から要求に近い仕様を選択,

帽正をすることによって,伝票設計,帳票設計及び処王里仕様

設計が簡単に対話形式で実施できる機能である｡

(2)プログラム生成機能

対話形業務仕様定義機能で定義した内容が菅録されている

HISPOT管羊聖ライブラリを参照することによって,業務プロ

グラムとそれに付随する業務用画面と出力帳票のパラメータ

を,図3の画面のようにVDTからの指示だけで自動生成する

機能である｡

(3)HISPOT登録機能

対話形業務仕様定義機能やプログラム生成機能を使用する

際に必要となる画面や出力帳票の仕様群と各種管理情報を,

事前にHISPOT管理ライブラリに登録する機能である｡

HISPOTでは,事前にHISPOT登録機能でHISPOT管理ラ

イブラリに空言緑された仕様群から対話形仕様定義機能を用い

て選択,修正した情報により,一最終段階でプログラム生成機

能によってプログラムを生成する｡

次にHISPOTを使用してのプログラム開発手順を図4に

示す｡

(1)業務リスト画面と伝票種別リスト画面から開発対象業務

と開発対象伝票を選択する｡

(2)対象伝票に属する既在仕様の対話画面レイアウトを順二大

表示し,その中からエンドユーザーの要求に最も近い類似仕

様を選択する｡

(3)選択した頬似仕様をもつ画面レイアウトをHISPOTから

のガイダンスに従い対話で修正する｡修正は,構成指定,デ

ータ移動,表題変更,データ変更,データ追加及びデータ削

除の六つのガイダンス画面によって実施される｡

(4)画面上の入力データについてはチェックの方法を,また

出力データについては生成方式を表示するとともに,対話で

それを傾正する｡

図3 プログラム生成定義画面 対話形業務仕様定義機能で設定され

た情報をもとに.プログラム名称などを指定するだけで.自動的にプログラム

とパラメータが生成される｡

(5)入力データやr-Hカデータによってファイルの内容を更新

する場合には,更新方法を表示するので対話で更新方法を修

正する｡

(6)画面レイアウトの各構成単位ごとに,送信キーを押すタ

イ ミングを指定する｡

(7)汁りJ帳票レイアウトをHISPOTからのガイダンスに従い

対話でVDTから帽正する｡本傾正は,図5の画面のようにL

(左部分表示),R(石部分表示),U(スクロールアップ)及び

D(スクロールダウン)の四つのL垂j向不多動方向を指定すること

によって,最大サイズが横132‾文字,縦127行までの出力帳票

をVDTから修正することができる｡本帽正指定の概要を図6

に示す｡また,出力帳票のデータの求め方についても,同時

に指定する｡

(8)生成プログラム定義画面に従い,プログラム名称を指定

し,業務プログラムを生成する｡

以上の手順により,エンドユーザーは手軽にオンラインデ

ータエントリシステムの開発が可能となる｡

8 HISPOTの適用と評価

HISPOTは,現在数社に適用している｡表1に,実際に適

用した代表的事例でのシステム開発規模を示すとともに,本

事例での評価について述べる｡

(1)COBOLなどの従来の高級言語を使用してのシステム開

発工程と,本システムを使用してのシステム開発工程の違い

を表2に示す｡このように,本システムはシステム設計作業

を全面的に支援することでプログラム設計,プログラム作成

部分を自動的に実行する｡これにより,従来の手法を用いて

システム開発をするのに比べ開発工数が一をに削減される｡

(2)HISPOTは,(a)業務処理パターンとプログラム部品パタ

ーンをライブラリに登録し一括管理する,(b)HISPOTの利用

者は,VDTに表示されるガイダンスに従い対話でシステム設

計ができる,(C)ライブラリに登録された既存仕様を対話で修

正することによって,業務処理パターンとプログラム部品パ

ターンが再利用できる,などの特長をもつことによって,エ

ンドユーザーが自分の要求するシステムを容易に開発できる4)｡

(3)他人の作成した業務仕様でも,業務に近い言葉で善かれ
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機能 処理の概要 表 示 画 面 考 機能 処理の 概要 表 示 画 面 備

く川PACE〉 データ入力標準化システム

HISPOT

HISPOT

使 用 開 始

イニシャルセット

(管理情報設定)

l
***作業の指定***

1作業の状況を‥… ｡ ⊥

(1)新しく作業を始める｡

(2)作業の再開,又は修正を行う｡

(3)作業の削除を行う｡

対

話

形

業

務

仕

様

定

義

機

能

業務の選釈

l
***業務リスト***

01販売業務 02 仕入業務

03 経理業務

該当する業務の番号を…■■
‖且L

1
***伝票種別Ijスト***

01売上伝票 02 受注伝票

03 返品伝票 04 直送伝票

05 移出伝票

伝票種別の選択 該当する伝票の番号を‥…
‥ 01

l
見
本
伝
票
の

表示･選択

菓私信票種別の選択

●販売業務:売上伝票

受注伝票

返品伝票

直送伝票

移出伝票

●仕入業務二仕入伝票

発射云票

移入伝票

●経理乗務:仕訳伝票

振替伝票

売 上 伝 票

職コート

商品⊃-ド 商 品 名 斗t瓦 故t 全 書

999999 KKKKXKKK 9!19 99 ltl.119

999999 KXXKKKXX 999 99
lll▲19

999999 たKKKKKKI( 999 99
lll.ヱ91

⊂至:亘工::=三重∃

l
□7

の帯元

一
T
A ズ

仙築棚棚
一

1

2
3
4

【
h
)
丘
U

ex) 画面伝票のフォーマット変更

●伝票No.を納期の後l二追加

●ボディの繰り返L回数を4回に変更

●合計を合計金額【ニ変更し,コンマ

を付ける｡

l
上 伝 票

商品コード 商 品 名 一価 救t 金 甘

999999 KKKKKgKK 999 99 lll.1乙9

9今9999 氏KKKKXKK 999 99 t王l■l19

9999餉 KXKKKKKX 999 99 ll五.119

99g99g KKKKKXKK 999 99 ll王,l■9

固有伝票の表示
【至亘套亘⊂::≡≡:≡三コ

●ヘッダの構成項

目名称は,得意

先コードと納札

●ボディの繰り返

し回数は8回｡

●トレイラの項目

名称は合計でコ

ンマなしの6桁

固有伝票への

対 応

●ヘッダの構成項目

名称に伝票旭が

追加｡

●ボディの繰り返し

回数は4臥

●トレイラの項目名

称は合計金転でコ

ンマを付けた8桁

対

話

形

業

務

仕

様

定

義

機

能

データ処理例

の 表 示

***データのチェサク方法･求め方*★★

杜
面面表示 入出力区分データ

エラー也力
上月6名 ナ17ノ〉/求め方

+ ⊥

G サイ瓦 t 一_-メリブタエラー

G ヰ旬5 0

変更したい項目♯ G

l
ex)データのチェックミ封求め方の変更

データのチェック方法/
束め方定義
1.入力データ:
チェック方法とエ

ラーメッセージ

2.出力データ:求め方

●単価は3桁なので0～500のチェッ

クをし,合致しないときは,'タンカ

エラーを出力

●また,単価が入力されなかったとき

は商品台帳の単価を適用

l

固有データ処理

の 表 示

*ホ*データのチェック方正･戌め方斗**

片
底面表示 入出力i三分データ

エラー出力

_旭日名
チェ7ク/求め方

⊥ ⊥ ⊥ ⊥

丁

G 一価 Ⅰ ::カ〟q:k:500 メソカエラー

G ヰ一元 0
(商品コート

:1一商品コ

ートー:商品台
積)一>早価

:商品台ゼi

▼

⊥
｢

l
l

l

l
更
新
処
理
,
入
力

データ蓄積指示

●単価は入力フィー

ルドで数値項目の

チェックだけ

●エラー出力は標準

的なこユーメリッ

クエラーを使用

固有データ処理
へ の 対 応

凸
巾単価は入力フィー

ルドで500円未
満のチェックを行

いタンカエラーを

使用｡

●入力されなかった

ときは商品名帳の

単価を億円して表示

売 上 伝 票

手穂先=トト

南島コード 商 品 名 価 t 金 額

999999 KKKKKKIくK 999 99 王乙l一己五9

999999 KKKXKKKIく 9g9 99 王王乙.1乙9

999999 KIくXKKKKK 999 99 l王王■乙乙9

999999iKKKKXKIくK 9g9 99 =王.11g

匹亘:コ
更新処理モ伴ウカl(Lはい まいいえ) 1

入刀データを一斗すろカl(しはい 乞しヽ､え)⊥

l台帳データ更新

方法の定義

データベースへの

反映

バッチ処理への

対応

ex)台帳データ更新方法定義

●数量に基づき在庫台張の在庫数量を

更新

固有台帳データ

更新方法の表示

1
★**更新の方法***

更所領自/台榛名

色好赦t 在l救t:在オ台♯

一色t

入力データの台
帳への反映

且
●在庫台帳の在庫

数生から入力し

た数量を諌算し

在庫台帳の在庫

数量に出力

J
次ページヘ続く
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機能 処理の概要 表 示 画 面 備 考 機能 処理の概要 表 示 画 面

管

h
伝票を部分的に表示

入力データの確認点指定

対

話

形

業

務

仕

様

定

義

機

能

l
滝 上 †よ 票

神官先コートー 納 期

この時点でチ1,タなしますか｡

売 上 伝 票

手書考究⊃-ド 椚 胡

この時点でチエ,クをしますか｡

売 上 伝 票

この時点でチェγクセしますか｡

l

』

グ

***伝票の入力形態***

*新規伝票の入力開始形態を選択

(1)新たに始めから入力

(2)ヘッダを残し最初から入力

(3)

(4)

1

司入力開始形態の
確 認

***入力開始形態確盈★*★

*入力粥船形憩は次の上うになります｡

上記の形顛でいいですか｡

1

』
前画面への入力

データの有効活

用の指定,確認

グ

対

話

形

業

務

仕

様

定

義

機

能

得 意 先

1●132文字/行×

127行の出力帳

票の定義

●画面伝票とは異
なっナニフォーマ

ットで即時出力

***定義結果登舌封旨示***

*次に行うペき作業を指定して下さい｡

1.定義結果を登輯しない｡

2.定義結果を登歳する｡

笥定義結果登録
情 報 指 定

1

***定義結果登録***

1.登録種別を指定して下さい｡

2.仕様の作業名を指定+て下さい｡

3.プログラムを直ちに生成しますか｡

笥生成プログラム
画面/帳票名称

指 定

l

転
ウ定義情報を【lSPOT管理データベースヘ

登言責

***生成プログラム定義***

1.プログラム名称を指定Lて下さい｡

2.画面名称を指定Lて下さい｡

3.出力リスト名称を指定して下さい｡

***リスト出力指示***

リストを出力しますか｡

1出力しなし､｡

2画面仕様を出力リストに利用

3…

出力先は

画面伝票を表示

l

◇
即時出力指示

出力先の指定

プ
ロ
グ
ラ
ム
生
成
機
能

プログラム生成

上 伝

榔=トト

[至垂亘⊂王室三:…三三コ

ex)出力帳票のフォーマット変更

●見出しを納品書に変更

●得意先名,住所を印字

●1行当たり132文字印字

◇

止固有出力帳票
へ の 対 応

図4 HtSPOTを使用Lてのプログラム開発手順 HISPOTを使用

Lてのプログラム開発は,VDTに表示されるガイダンスに従い作業を実施する

ことで,業務処‡里プログラムが生成される｡

ているため可視性があり,業務仕様書の標準化,流用が可能と

なった｡また同時に,システムの作成,保守が容易になった｡

(4)プログラム開発での管理情報をライブラリに一括管理す

ることで進捗二状況を正確に把握できるようになり,コンピュ

ータによる一貫性のあるソフトウェア間奏管理システムが実
現された｡

I功 績 言

オンラインデータエントリシステム開尭支援ツールHISPOT

は,ガイダンスによるVDTとの対話形業務仕様定義機能とプ

ログラムを自動的に生成するプログラム生成機能とによって,
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図5 画面への出力帳票表示例 帳票については,スクロール(画面移

動)機能によって,l枚の範囲を確認しながら作成できる｡

ディスプレイ画面1

売 上 伝 票

得意先コード

99999

得意先名

KKKKKKKK

商品コード 商 品 名 数

999 KKKKKKKKKK

最大127行

(66～132列表示)
R指定

L指定

(卜80列表示)

最大132文字

表2 従来の方式とHISPOTによるプログラムl本当たりの開発時間

HISPOTによるプログラム開発は,従来の方式に比べ開発時間が約い二削〉成さ

れる..なお本表は,COBOLで約2′000ステップの規模のフロログラムを,従来の

方式と川SPOTによって開発Lた場合の開発時問を示Lている′

方式

項目
従 来 の 方 式* HISPOTによる方式

基 本 設 計 3.Oh 3.0ト1

l.5h

詳
黄銅

己又

計

画

伝票設計

帳票設計

8.Oh

8.Oh

寸幾能設計 8.Oh

面･帳票定義 3.Oh

プログラミング 10.Oh

コ ン/(イ ル
. 0.6h(3回) 0.2h=回)

0.5h=回)テ ス ト; 】.Oh(2回)

A
計 ! 4l･6h=週間) 5.2h(l日)

ン主:* COBOLによるシステム開発の場合

ディスプレイ画面2

上 伝 票

意 先 名

KKKKK

品 名

KKKKKKK

数量

99

金額

99999

売;上 伝 票

得意先コード

99999 KKK KKK

商品コード 東i 名 筐 金醸

999

__埜

KKKKK

999 KKKKKKKKKK 99 999g9

99g KKKKKKKKKK

区 分 999999

出 力 帳 票

表l 代表的事例 人事管理.受注管理,販売管理の各システム開発に.

本システムを適用Lた場合の代表的事例を示す｡

適用顧客 A百貨店(チェーンストア)

開 発 者 A百貨店電算室 部長(プログラム経験なし)

対象業務

l.人事管理

●パート住民税入力処理

●パート昇給率入力処理

●パート･アルバイト人員情報問合せ処王里

2.受注管理

●注文表訂正入力処理

●〉主文商品娠各処王里

●返品伝票入力処理

●特売店注文処理

3.販売管王里
●特売商品入力処理

●特売店販売予定入力処王里
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行22

++

∪指定

(16行スク

ロールアップ) D指定

(16行スク
ローノレ

ダウン)

品 名

KKKKKKK

KKKKKKK

KKKKKKK

KKKKKKK

KKKKKKK

数量

99

99

99

99

9g

金銀

99999

99999

99999

99g99

99999

ディスプレイ画面3

図6 VDTを使用Lて

の帳票設計の概念

VDTを使用しての帳票設計

は,L,R,∪,Dの画面移

動方向を指定して該当エリ

アを表示し.対話形式で修

正する∩

システム開発作業を利用者部門にとりよりいっそう身近なもの

とし,生産性と保守性の｢Fり_Lを実現した｡しかし,HISPOT

はソフトウェアエンジニアリングの一ステップにすぎない｡

今後はOA化の中にあって,ソフトウェアエンジニアリングの

方向もこのような支援システムを利用してのエンドユーザー

によるソフトウェア開発が主i充となってゆくであろう と‾名▲

える｡
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